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第１問 ａ～ｄに最も関係のあるものを下の語群からそれぞれ一つ選べ。（配点 8点） 

ａ．ジニ係数 

ｂ．バーゼル合意 

ｃ．セーフガード 

ｄ．国際人口開発会議 

【語群】 

① 世界貿易機関（ＷＴＯ）   ② 総需要曲線   ③ 物価指数   ④ 安全保障条約 

⑤ リプロダクティブ・ヘルス／ライツ   ⑥ バリアフリー   ⑦ ＢＩＳ規制 

⑧ ローレンツ曲線 

 

第２問 次の文章を読み、下の問い（問 1～4）に答えよ。（配点 12点） 

沖縄県のⓐ産業構造の特徴は、県内総生産（一定期間に県内で生産されたモノやサービスの付加価値

の合計）および就業者数とも、全国と比較して第 3次産業の占める割合が高く、第 2次産業の割合が低

い点にある。特に第 2次産業のうち製造業の割合が全国平均と比べて顕著に低い。一方、沖縄県のⓑ第

1次産業は、全国と同様に他の 2つの産業分野と比較して割合が目立って低く、減少傾向にある。 

第 1次産業に関して沖縄県は「沖縄 21世紀農林水産業振興計画」において、2012～21年度の 10年間

で合計 3 千人の新規就農者を生み出すことを掲げてきた。県が政策支援を開始してから、しばらくは年

間 350人前後を達成してきたが、16年以降は新規就農者数が伸び悩み、17年、18 年と 2年連続で目標

値の年間 300 人を割り込んだ。その原因として、好景気によって県内のⓒ求人倍率が向上したため後継

者が離農して他の産業へ流出したこと、他の産業における就労条件が向上したため農業等へ転入する者

が減少したこと、農畜産業の拠点でもある離島の人口減少などが指摘されている。 

そのため県や国は、ⓓ外国人労働者の採用、ドローンなどの先端技術を活用したスマート農業の推進、

輸出体制の強化による産業発展、新規就農者への農地確保支援などに取り組み始めている。 

 

問１ 下線部ⓐに関連して、最も適当なものを次の①～④のうちから一つ選べ。 

① 「産業構造の高度化」とは、経済発展にしたがって、農・林・漁業と鉱・建設・製造業の比重が低

下し、金融・運輸・情報通信・サービス業の比重が増していくことをいう。 

② 一般に、経済が発展するにつれて産業構造が変化し、第 1次産業から第 2次産業、第 3次産業へと

経済活動の比重が移っていく現象を「ペティ・クラークの法則」という。 

③ 建設業や製造業などのモノをつくる産業から、流通・通信・教育・福祉などのサービス産業へと経

済の中心が移ることを「経済のソフト化」という。 

④ 鉄鋼や造船などの重化学工業の産業を「重厚長大型の産業」といい、エレクトロニクスやバイオテ

クノロジー、ＩＣＴ関連産業などのハイテク産業を「軽工業型の産業」という。 
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問２ 下線部ⓑに関連して、日本の農・水産業について、最も適当なものを次の①～④のうちから一つ

選べ。 

① 日本政府はかつて食糧管理制度によって米の買い上げをおこなった結果、逆ざや現象が発生し、米

の生産過剰に陥った。そのため、1970年から今日に至るまで減反政策をおこなっている。 

② 日本政府は 1999 年に、食料の安定供給、農業の多方面的機能の発揮、農業の持続的発展、農村振

興の 4つの基本理念を掲げて、食料・農業・農村基本法を制定した。 

③ 日本は水産資源を保護し、周辺海域の高度利用を促進するために、人工的に受精・ふ化させて育て

た稚魚や稚貝などを放流して、自然に成長した魚介類を回収する養殖漁業を推進している。 

④ 日本の食料自給率は、欧米諸国とほぼ等しい状況にあり、米、野菜類、卵類などを除いて、食用穀

物や飼料原料の多くを輸入に頼っている。 

 

問３ 下線部ⓒに関連して、労働市場に係る用語について、適当でないものを次の①～④のうちから一

つ選べ。 

① 有効求人倍率とは、新規学卒者を含めた有効求人数を有効求職者数で割った値のことをいう。 

② 有効求人倍率が 1倍よりも低い値になると、労働力の需要が供給よりも少ないことを意味し、失業

者が増加する。 

③ 完全失業者とは、働く意思はあるが職のない人を意味し、完全失業率は労働力人口に占める完全失

業者の割合で示される。 

④ 完全失業率の基本的な定義は国際労働機関（ＩＬＯ）の基準に基づくが、細部は国ごとに異なるた

め、単純比較は困難である。 

 

問４ 下線部ⓓに関連して、多様な属性をもった労働者の雇用問題について、適当でないものを次の①

～④のうちから一つ選べ。 

① 高齢者の雇用について、2012 年に高年齢者雇用安定法が改正され、定年を定める場合には 60 歳を

下回ることが禁止された。 

② 外国人労働者の雇用について、原則として単純労働への従事が制限されているが、実際には単純労

働への不法就労が多くあり問題視されている。 

③ 障害者の雇用について、1960年に障害者雇用促進法が制定されたことにより、今日、障害者の雇用

率は十分に達成している。 

④ 女性労働者の雇用について、労働基準法や男女雇用機会均等法の改正、育児・介護休業法の制定な

どがおこなわれ、男女共同参画社会に向けた努力が進んでいる。 
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第３問 次の文章を読み、下の問い（問 1～5）に答えよ。（配点 10点） 

 第二次世界大戦後、日本では、新たに作られた憲法のなかに、基本的人権の尊重、主権在民、そして、

平和主義の原理がもり込まれた。日本国憲法第 9条は、平和主義の理念を具体化したものである。その

第 1項では、「国権の発動たる戦争と、武力による威嚇（いかく）または武力の行使は、国際紛争を解決

する手段としては、永久にこれを放棄する」とされ、戦争の放棄が規定された。また、第 2項では、「陸

海空軍その他の戦力は、これを保持しない。国の交戦権は、これを認めない」として、戦力の不保持と

交戦権を否認している。しかし、ⓐ冷戦の激化する 1950 年代、ⓑ自衛隊が発足した。また、1951 年に

ⓒ日米安全保障条約が締結され、米軍が日本に駐留し、米軍が必要とする基地（施設および役務）を日

本が提供することとなった。このように、ⓓ日本の防衛政策は、国際関係の変化、とりわけ、日米関係

の影響を受けて変容してきた。沖縄の場合は、沖縄戦終結後、アメリカの施政権下におかれ、朝鮮戦争

やベトナム戦争の拠点となった。1972年の日本への施政権返還後も、日本国内の米軍専用施設の 7割以

上が集中し、辺野古や先島地方など、新たな基地問題も生じている。また、2001年のアメリカ同時多発

テロ事件以後のⓔ安全保障体制の変容のなかで、日本の掲げる平和主義の理念が改めて問われるように

なっている。 

 

問１ 下線部ⓐに関連して、適当でないものを次の①～④のうちから一つ選べ。 

① 1955年、ソ連はワルシャワ条約機構（ＷＴＯ）を設立し、アメリカによる封じ込めに対抗した。 

② 1989年、米・英・ソの首脳会談（ヤルタ会談）において、冷戦の終結が宣言された。 

③ 1979年、ソ連のアフガニスタン侵攻によって、米ソは対立を深め、新冷戦の時代に突入した。 

④ スターリンの死後、1956年、ソ連のフルシチョフ首相は、東西の平和共存政策を提唱した。 

 

問２ 下線部ⓑに関連して、適当でないものを次の①～④のうちから一つ選べ。 

① 1954年に結ばれた日米相互防衛援助協定（ＭＳＡ協定）では、自国の防衛能力増強の義務が定めら

れ、防衛庁が設置された。 

② 朝鮮戦争の勃発を背景として、日本国内の治安維持を目的とする警察予備隊が創設され、1952年に

は保全隊に改組され、後に自衛隊となった。 

③ 1992年、自衛隊はＰＫＯ（国連平和維持活動）として、旧ユーゴスラビアに派遣された。 

④ 自衛隊に関して、これまで、最高裁判所で争われた訴訟では、憲法の平和主義に対して、合憲・違

憲の明確な判断は示されていない。 

 

問３ 下線部ⓒに関連して、適当でないものを次の①～④のうちから一つ選べ。 

① 日米防衛協力のための指針（ガイドライン）が合意された 1978年以降、日本は、「思いやり予算」

として、在日米軍の駐留費用の一部を負担している。 

② 1955 年から 1957 年にかけて、東京西部（現在の立川市）で起きた、米軍基地の強制接収に関して

住民と警官が衝突した砂川事件の裁判のなかで、日米安全保障条約が違憲かどうかが問われた。 
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③ 在日米軍基地の合憲性については、高度な司法判断を必要とするという統治行為論の考え方から、

さまざまな裁判がおこなわれてきた。 

④ 1960年、日米安全保障条約の改定をめぐり、大規模な反対運動（安保闘争）が起きた。 

 

問４ 下線部ⓓに関連して、最も適当なものを次の①～④のうちから一つ選べ。 

① 日本では、自衛隊の最高指揮監督権をもつ内閣総理大臣はじめ、防衛大臣を含めて、閣僚はすべて

文民でなければならない。これをシビリアン・コントロール（文民統制）の原則と言う。 

② 日本の専守防衛とは、相手から武力攻撃を受けるまえに、それを阻止するという考え方である。 

③ 日本の場合、集団的自衛権については、国連に委ねている。 

④ 核兵器を「もたず、つくらず、もちこませず」という非核三原則は、日本国憲法に明記されている

国是である。 

 

問５ 下線部ⓔに関連して、最も適当なものを次の①～④のうちから一つ選べ。 

① 2003年、日本では、イラク復興支援をおこなうため、ＰＫＯ協力法（国際平和協力法）が成立した。 

② 1999年、日本では、日本周辺で発生する有事に際して、自衛隊がアメリカの軍事行動を後方で支援

することを定めた周辺事態法が成立した。 

③ 2001年、ソマリア沖での海賊行為に対して、自衛隊が船舶を護衛するため、テロ対策特別措置法が

成立した。 

④ 2004年、日本では、有事関連 7法が成立したが、そのなかに国民保護法は含まれていない。 

 

第４問 次のａ～ｅに最も関係のあるものを下の語群からそれぞれ一つ選べ。（配点 10点） 

ａ．国民主権と基本的人権の尊重に重きをおいた統治の原則。 

ｂ．国民の生活に対して、さまざまに幅広く保障する国家のあり方。 

ｃ．原単位を個人におき、人びとが自らの権利を守るために契約を結び、政治社会を形成すること。 

ｄ．神が秩序づけた、あるいは、人間の理性に基づいた普遍的な法の原則。 

ｅ．長い間に積み重ねられた判例によって、徐々に築かれていった法のあり方。 

【語群】 

① 国際法   ② 契約自由の原則   ③ コモン・ロー   ④ 権力分立   ⑤ 公共の福祉 

⑥ 社会契約説   ⑦ 夜警国家   ⑧ 法の支配   ⑨ 自然法   ⑩ 福祉国家   

⑪ 民主集中制   ⑫ 人の支配    
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第５問 次の空欄ア〜ウに当てはまる最も適当なものを下の語群からそれぞれ一つ選べ。（配点 6点） 

中国では、鄧小平の指導の下、1978年以降、（  ア  ）政策によって経済特区や株式制度の導入

などがはかられた。これは（  イ  ）経済と呼ばれている。そして、外国企業の中国進出が進めら

れ、高い経済成長率を実現した。2001年末、中国は（  ウ  ）にも加盟し、自由貿易体制のなかで

各国との貿易も活発化させている。2000年以降はユーラシア大陸の内陸地域に大規模な公共投資をおこ

ない、また、中間層も拡大した。 

【語群】 

① 一帯一路   ② 一国社会主義   ③ 大躍進   ④ 世界貿易機構（ＷＴＯ）   

⑤ 国際通貨基金（ＩＭＦ）   ⑥ 社会主義市場   ⑦ 改革開放   ⑧ 国際連合    

⑨ 修正社会主義 

 

第６問 次の文章を読み、下の問い（問 1〜3）に答えよ。（配点 9点） 

 ヨーロッパにおけるⓐ地域的経済統合は、現在、2008 年の世界同時不況や 2010 年のギリシャの財政

危機を経て、さらにイギリスのＥＵ（欧州連合）からの離脱など、新たな局面を迎えている。第二次世

界大戦後、1950 年代のヨーロッパでは、ⓑ国境を越えた共同市場が形成されるようになった。1951 年、

ＥＣＳＣ（欧州石炭鉄鋼共同体）が設立され、1958年には、ＥＵＲＡＴＯＭ（欧州原子力共同体）とＥ

ＥＣ（欧州経済共同体）が発足した。1960年代になると、ＥＣ（欧州共同体）が発足し、関税同盟が作

られた。1990年代には、ⓒ貿易・資本・労働力などの移動を自由化した共同市場による市場統合が完成

し、1999年、ユーロが導入され、経済通貨同盟が完成した。さらに、2007年、リスボン条約が調印され、

政治統合が進められてきた。 

 

問１ 下線部ⓐに関連して、最も適当なものを次の①〜④のうちから一つ選べ。 

① ＴＰＰ（環太平洋パートナーシップ）協定は、2017年、アメリカの離脱表明により、アメリカを除

く 11カ国での調整がおこなわれることとなった。 

② 1967 年に結成されたＡＳＥＡＮ（東南アジア諸国連合）は、2000 年代になると、バングラデシュ

やスリランカといったインド洋諸国の国々が加盟するようになった。 

③ 南アメリカのＭＥＲＣＯＳＵＲ（南米共同市場）は、現在、共通の単一通貨ペソによる経済通貨同

盟を形成している。 

④ ＮＡＦＴＡ（北米自由貿易協定）は、アメリカ、カナダ、メキシコ、そして、カリブ海諸国で構成

され、自由で開かれた貿易圏を形成している。 
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問２ 下線部ⓑに関連して、最も適当なものを次の①〜④のうちから一つ選べ。 

① ユーゴスラビアでは、内戦により民族が対立したが、国境で分断される国家の分裂は逃れた。 

② 日本は四方を海に囲まれた島嶼の国家であり、大陸の国家に見られる国境紛争は存在していない。 

③ アフリカ大陸では、植民地支配により、ヨーロッパ諸国が民族分布を無視した国境策定をおこない、

そうした人為的な国境は紛争の原因ともなってきた。 

④ カシミールでは、長年、インドと中国が国境をめぐって対立し続けており、1998年には両国が核実

験をおこなうまでに緊張が高まった。 

 

問３ 下線部ⓒに関連して、適当でないものを次の①〜④のうちから一つ選べ。 

① 日本は、1950年代以降、繊維製品や鉄鋼、カラーテレビ、自動車、半導体などの特定商品の集中的

な輸出によって、欧米諸国との貿易において、深刻な経済摩擦をおこした。 

② 2001年から始まったドーハ・ラウンドでは、貿易の円滑化（貿易手続きの透明化など）やアンチダ

ンピングなどのルールの策定や強化など、包括的な交渉がおこなわれてきた。 

③ 保護貿易とは、国内の産業を保護・育成するため、外国製品に対する関税を下げ、効率的な国際分

業をおこなうことである。 

④ グローバル化が進むなかで、立場の弱い生産者や労働者の生活改善や自立をめざし、原材料や製品

を公正に貿易するフェアトレードが注目されている。 

 

第７問 次の文章を読み、下の問い（問 1～4）に答えよ。（配点 10点）  

 「自分とは何者か」を考え悩むことは、青年期の心の発達過程において大事な心理的作業である。ⓐ

青年期の発達課題として、アメリカの心理学者ハヴィガーストは10項目を提唱し、同じくアメリカの心

理学者オルポートは、ⓑ「成熟した人格」の基準として 5 項目を提唱した。過去の自分や今の自分、学

校での自分や家での自分など、さまざまな自分がいる中で、「これがほかならぬ自分なのだ」というまと

まりをつくりあげていくことが青年期の課題である。 

自分の生き方を探る思想は多様である。ⓒ今、ここに存在する「私」という実存のなかに、本来の主

体的な自己を探究する考え方や、ⓓ自分の人生はみずからの意志できりひらいていくものだという考え

方などがある。青年期の時期にさまざまな思想にふれることによって、自分の考えを深め、生き方を探

るヒントが得られるかもしれない。 

 

問１ 下線部ⓐに関連する記述として、適当でないものを次の①～④のうちから一つ選べ。 

① 自分の身体的変化を受け入れ、身体を有効に使うこと 

② 両親や他の大人からの情緒的独立 

③ 職業の選択とそれへの準備 

④ 所属する社会で中心的存在として義務や責任を担うこと 
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問２ 下線部ⓑに関連する記述として、適当でないものを次の①～④のうちから一つ選べ。 

① 自己意識の社会への拡大 

② 葛藤の解消 

③ 他人との温かい人間関係 

④ 自己の客観視 

 

問３ 下線部ⓒに関連して、実存主義に関するＡ～Ｃと、それぞれ関係の深い人名ア～エとの組み合わ

せとして、最も適当なものを次の①～⑧のうちから一つ選べ。 

 

Ａ 日常性に埋没して生きていても、人間は「死への存在」であることに誰も目をそむけることはでき 

ない。 

Ｂ 世界の根底にあるのは「力への意志」であり、それは既存の価値を壊し、新たな価値を創り上げる 

ことである。 

Ｃ 人間は、死や苦しみ、争いなど乗り越えることが困難な状況につきあたると、自己の有限性を自覚 

する。 

 

ア  キルケゴール 

イ  ニーチェ 

ウ  ヤスパース 

エ  ハイデガー 

 

① Ａ-ア Ｂ-イ Ｃ-ウ 

② Ａ-ア Ｂ-ウ Ｃ-イ 

③ Ａ-イ Ｂ-ア Ｃ-エ 

④ Ａ-イ Ｂ-エ Ｃ-ア 

⑤ Ａ-ウ Ｂ-エ Ｃ-イ 

⑥ Ａ-ウ Ｂ-ア Ｃ-エ 

⑦ Ａ-エ Ｂ-イ Ｃ-ウ 

⑧ Ａ-エ Ｂ-ウ Ｃ-ア 

 

問４ 下線部ⓓに関連して、最も関係のあるものを次の①～④のうちから一つ選べ。 

① 人間中心主義 

② 自然中心主義 

③ 道徳中心主義 

④ 自由中心主義 
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第８問 下の問い（問1～4）に答えよ。（配点 10点）  

問１ 日本の思想に関するＡ～Ｄと、それぞれ関係の深い人名ア～オとの組み合わせとして、最も適当

なものを次の①～⑩のなかから一つ選べ。 

Ａ 『風土』 

Ｂ 『遠野物語』 

Ｃ 『善の研究』 

Ｄ 『武士道』  

 

ア  和辻哲郎 

イ  柳田国男 

ウ  新渡戸稲造 

エ  夏目漱石 

オ  西田幾多郎 

 

① Ａ-ア Ｂ-オ Ｃ-イ Ｄ-エ 

② Ａ-イ Ｂ-エ Ｃ-オ Ｄ-ウ 

③ Ａ-ウ Ｂ-エ Ｃ-イ Ｄ-ア 

④ Ａ-エ Ｂ-オ Ｃ-ウ Ｄ-ア 

⑤ Ａ-オ Ｂ-ウ Ｃ-ア Ｄ-イ 

⑥ Ａ-オ Ｂ-イ Ｃ-ウ Ｄ-エ 

⑦ Ａ-エ Ｂ-ウ Ｃ-ア Ｄ-オ 

⑧ Ａ-ウ Ｂ-ア Ｃ-エ Ｄ-イ 

⑨ Ａ-イ Ｂ-ア Ｃ-エ Ｄ-オ 

⑩ Ａ-ア Ｂ-イ Ｃ-オ Ｄ-ウ 

 

問２ フロイトの提唱した防衛機制に関する記述として、適当でないものを次の①～④のうちから一つ

選べ。 

① 自分の行動が正当であることを証明しようとすることを「合理化」という。 

② 幼児期の発達段階に戻ろうとすることを「退行」という。 

③ 自分のいやなところを他人のせいにしようとすることを「投射」という。 

④ 実際とは逆の態度や行動の型を誇張しようとすることを「抑圧」という。 
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問３ マザー = テレサが述べたことばとして、最も適当なものを次の①～④のうちから一つ選べ。 

① 人間は「生きようとする生命に囲まれた、生きようとする生命である」。 

② 「人は女に生まれるのではない、女になるのだ」。 

③ 「今日の最も重い病気はレプラ（ハンセン病）でも結核でもなく、人から愛されていない、誰から

も見捨てられていると感じることなのです。最大の罪は愛と憐みをもたないことです」。 

④ 「憎しみには愛をもってこたえなければならない」。 

 

問４ 日本の伝統や文化に関する記述として、適当でないものを次の①～④のうちから一つ選べ。 

① 年中行事である「ひな祭り・端午の節句・七夕」は、欧米由来のものやキリスト教とかかわりが深

い行事である。 

② ハレとは、儀礼や祭り、年中行事などの非日常を指す。 

③ ケとは、ふだんの生活である日常を指す。 

④ 同調意識は、ウチの集団に対して所属感が強く、ソトの集団に対して無関心や敵意を示すムラ意識

と捉えることもできる。 

 

第９問 ａ～ｅに最も関係のあるものを下の語群からそれぞれ一つ選べ。（配点 10点） 

a. パリ協定 

b. 二次エネルギー 

c. 先端医療技術 

d. ビッグデータ 

e. ニュートン 

【語群】 

① 都市ガス 

② 遺伝子診断 

③ フェイクニュース 

④ 『方法叙説』 

⑤ 地球温暖化対策 

⑥ 海洋汚染対策 

⑦ 石炭 

⑧ 通販サイトの購入履歴 

⑨ 『プリンキピア』 

⑩ 遺伝子組み換え 

⑪ ウラン 

⑫ 『天文対話』 

 



 10 

第１０問 下の問い（問 1～5）に答えよ。（配点 10点） 

問１ 次のア～ウのうち、「特に水鳥の生息地として国際的に重要な湿地に関する条約」（ラムサール条

約）に登録されているものの組み合わせとして、最も適当なものを次の①～⑧のうちから一つ選べ。 

 

ア 尾瀬（福島・新潟・群馬県）   イ 知床（北海道）   ウ 釧路湿原（北海道） 

 

① アとイとウ 

② アとイ 

③ イとウ 

④ アとウ 

⑤ ア 

⑥ イ 

⑦ ウ 

⑧ いずれも登録されていない 

 

問２ 京都議定書において、温室効果ガス排出削減目標の達成に向けて策定された京都メカニズムにつ

いて、適当でないものを次の①～④のうちから一つ選べ。 

① 5 年ごとに世界全体で、温室効果ガスの削減対策がどの程度進んでいるかを点検する制度が設けら

れた。 

② 温室効果ガスの排出枠があまった国や企業と、排出枠をこえて排出してしまった国や企業との間で、

排出枠の一部を取り引きすることを認める制度が設けられた。 

③ ほかの締約国で、温室効果ガス排出削減のための事業をおこなった結果生じた削減量の一部を、自

国の排出削減量に追加することを認める制度が設けられた。 

④ 発展途上国への支援の結果、削減できた排出量の一定量を、自国の温室効果ガス排出量の削減分の

一部にあてることができる制度が設けられた。 

 

問３ 原子力発電に関する記述として、最も適当なものを次の①～④のうちから一つ選べ。 

① 日本では、原子力発電所で使用済みになった燃料を再処理工場に運び、ここでポロニウムを回収し、

再利用する核燃料サイクル事業が進められてきた。 

② 当初、使用済み核燃料の再利用は高速増殖炉で使われるはずだったが、事故のために計画は一時中

断され、代わりにプルサーマル計画が進められた。 

③ 原子力発電は、発電に際して人体に有害な紫外線を大量に発生させるため、安全性という面で課題

をかかえている。 

④ 1986 年のスリーマイル島（現在のウクライナ）での原子力発電所事故では、原子炉の爆発により、

放射性物質による汚染が広がった。 
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問４ 先端医療技術の一つに、病気や事故などで失われた人体の組織などを修復しようとする再生医療

があるが、次のア～ウのうち、再生医療で再生可能なものの組み合わせとして、最も適当なものを次の

①～⑧のうちから一つ選べ。 

 

ア 筋肉    イ 神経    ウ 血液 

 

① アとイとウ 

② アとイ 

③ イとウ 

④ アとウ 

⑤ ア 

⑥ イ 

⑦ ウ 

⑧ いずれも再生できない 

 

問５ 高度情報社会の到来によって私たちの生活は快適で便利になったが、様々な課題もみられる。デ

ジタル・デバイドの説明として、最も適当なものを次の①～④のうちから一つ選べ。 

① ウェブサイトや電子メールを利用した、コンピュータのウイルス感染 

② 私的利用の範囲をこえた、ウェブサイトの他人の文章や写真などのコピー 

③ 情報機器を利用した情報収集や情報活用能力の差が生む、就職の機会や収入の格差 

④ パスワードの取得やハッキングを目的とした、コンピュータへの不正侵入 

 

第１１問 次のＡ、Ｂの二つの問題のうち、一つを選択して答えよ。（配点 5点） 

 

問題Ａ  2010 年にユネスコ無形文化遺産に登録された沖縄の「組踊」（くみおどり）は、いつ、誰が、

どのような理由で創作し、どのような場面で上演されたのか、次の用語をすべて使用し、150 字以内で

説明せよ。 

冊封使    玉城朝薫    1719年    江戸立 

* 江戸立とは、江戸上りのこと 

 

問題Ｂ 「地方自治の本旨」について、次の用語をすべて使用し、150字以内で説明せよ。 

日本国憲法    団体事務    住民自治    地方自治体 
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